
定　員   ：   30 名
対　象   ：   自然エネルギーに関心のある方

参加費   ：   無　料

会　場　●事務機のウエダビル　B1　多目的ホール
　　　　　　（京都市下京区五条高倉角堺町 21 番地）

※ 準備の都合がありますので、できるだけ FAX 又は E-mail で下記までお申込みください。

認定NPO法人きょうとグリーンファンド　2014 総会  記念講演

2014 年 5月 23 日（金）

16：00 ～

自然エネルギー 100％をめざすドイツの戦略

〒600‐8191 
京都市下京区五条高倉角堺町21　事務機のウエダビル206
Tel/ Fax：075-352-9150      URL：http://www.kyoto-gf.org/    
E-mail : info@kyoto-gf.org　　　

<お問合せ・お申込み>

「Global 100%RE」という、自然エネルギーでエネルギー自給率１００％をめざしてい

る地域が、世界中に広がっています。現在、138 のドイツの地域はネットワークを形

成し、この目標に向かって具体的な計画を展開しています。人口140万人の大都会ミュ

ンヘン市でも、2025 年までに電力消費の 100％を自然エネルギーでカバーする戦略

を実行中。京都市人口は 147 万人。市民として、このままではいけない、何をどのよ

うにするべきか、ご一緒に見つけましょう。

お話しいただくのは、立命館大学経営学部  / 国際経営学科教授のラウパッハ・スミヤ   

ヨークさん、再生可能エネルギーと地域経済がご専門です。

立命館大学　経営学部  / 国際経営学科　教授
 脱原発をめざす首長会議  アカデミック　アドバイザー

　Prof. Dr.  RAUPACH  SUMIYA  Jorg / ラウパッハ・スミヤ　ヨーク：

再生可能エネルギー、その技術と産業は今、全世界で飛躍的に成長し、農業革命・産業革命・

情報革命に続く「第 4の革命」と呼ばれるほど、全世界の基盤産業であるエネルギー業界の

再編を促すうねりが起こっています。

電力部門では、世界全体の発電容量の 25%以上はすでに再生可能エネルギーが占め、エネル

ギー業界は大規模集中型から小・中規模分散型の産業に変身しているところです。そして、

その全世界に渡る大きなトレンドの原動力になっているのは、地域産業・自治体・ベンチャー・

ＮＧＯ/ＮＰＯ等のような新規プレヤ－です。　（研究概要から）

認定NPO法人 きょうとグリーンファンド 

●終了後、懇親会を予定しています。ラウパッハ先生を囲んで、さらに語合いましょう。
　時　間：17：３０～　　　　　　会　費： 3,000 円 ( 料理、ワンドリンク付 )

　会　場：hacobu kitchen   （事務機のウエダビル F1）

< 協　力 >          公益財団法人  京都地域創造基金


